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EP-capは、電解液陰極に電導度の高い導電性高分子を併用し、
ハイブリッド陰極を形成した業界初のアルミ電解コンデンサです。
ハイブリッド陰極構造により電解液による自己修復性を保持しつつ、
高周波における等価直列抵抗（ESR）を従来のアルミ電解コンデンサに比べ大幅に低減しました。
125Vの最高耐圧品（HVH・HVPシリーズ）と大容量・高リプル品（FVCシリーズ）および
125～150℃保証の高リプル品（FVFシリーズ）など、業界最高水準の製品をラインアップしております。

導電性高分子ハイブリッドタイプ

■基本構造

■特長

■周波数特性

■温度特性

●低ESR（機器の小形化と高性能化）
■ 高周波のノイズ除去用として最適
■ リプル電流が大きく取れ、スイッチング電源の平滑用に最適

●125V迄の高耐圧化

●150℃迄の高温度化

●定格電圧の100％迄使用可能
■ ディレーティングの必要なし

●RoHS指令対応品
　（環境対応品）

●優れた低温特性（低温度範囲で安定動作）
■ 低温特性を要求される機器に最適

●電解液による酸化皮膜の自己修復作用
■ 固体コンデンサに比べてショートになり難く、
  低漏れ電流化を実現

■ EP-cap
誘電体

導電性高分子＋電解液

陽
極
箔

陰
極
箔

誘電体

電解液

陽
極
箔

陰
極
箔

■ 電解コンデンサ

25CE220LX
25HVHF220M

25CE220LX
25HVHF220M

導電性高分子ハイブリッドタイプ / 耐振動構造品

● 自動車電装等の用途に好適

■形状・寸法

■面実装形推奨ランド寸法

RoHS指令対応品

ランドパターン（耐振動構造）

■品番コード体系

（単位:mm）

φD＝8以上の製品には圧力弁がついています。 （P）（S）（T）（U）（A）参考寸法
補助端子

HAタイプ・HCタイプ・FAタイプ・FCタイプ

W±0.2 C±0.2 R PH±0.2Lタイプ D±0.5
6.3
6.3
8 
10  
10  
10  
10  

HA・FA
HA・FA
HA・FA
HC・FC
HC・FC
FC
FC

6.6
6.6
8.3
10.3
10.3
10.3
10.3

6.6
6.6
8.3
10.3
10.3
10.3
10.3

7.3
7.3
9.0
11.0
11.0
11.0
11.0

2.2
2.2
3.2
4.6
4.6
4.6
4.6

0.5～0.8
0.5～0.8
0.7～1.0
1.0～1.4
1.0～1.4
1.0～1.4
1.0～1.4

T U AS
1.8
1.8
0.7
2.1
2.1
2.1
2.1

0.8
0.8
1.3
1.1
1.1
1.1
1.1

2.6
2.6
4.4
3.8
3.8
3.8
3.8

3.0
3.0
5.4
5.9
5.9
5.9
5.9

（単位:mm）

6.0±0.5

7.7±0.5

10.7±0.5

10.7±0.5

12.5±0.5

13.8±0.5

16.5±0.5

※

※

※ 対象シリーズにつきましては別途お問い合わせください。

サイズ
φ 6.3
φ 8
φ10

1.6
2.5
3.8

4.0
4.5
4.8

3.0
4.7
4.7

a b c

FA・FCタイプ
35 FA F M +P150

シリーズ記号

定格静電容量許容差
リール記号

定格静電容量記号

定格電圧
形状記号（耐振動構造:FA or FC）

HAタイプ・HCタイプ
35 HA PF M +P150

シリーズ記号

定格静電容量許容差
リール記号

定格静電容量記号

定格電圧
形状記号（耐振動構造:HA or HC）

耐振動構造化

HA○○

HC○○

耐振動構造化

FA○HV○○ FV○
φD=6.3
φD=8

φD=6.3
φD=8

FC○
φD=10φD=10

電解コンデンサ

電解コンデンサ

φ
D

はんだ付け条件
リフロー許容条件
リプル電流周波数
補正係数

FVL

HVHZ･HVH

HVPZ･HVP

HVT

HVHF

HVPF

HVPX

HVTX

HVHY

HVPY

HVTY

HVHC

HVPC

FVC

FVFP

FVF

FVS

FEC

FEF
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